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	日付
	注意事項/コメント/変更内容

	2016 年 12 月 14 日
	著作権と表紙を更新しました。その他の内容の変更はありません。

	2016年10月27日
	コンテンツを新様式に更新しました。内容の変更はありません。

	2015 年 9 月 21 日
	9 つのフィールドが利用可能になりました。

	2015 年 4 月 10 日
	Concur Insight が Analysis/Intelligence に名称変更しました。
使用可能な 2 つの UI についての情報を追加しました:
著作権の変更を行いました。
内容の変更はありません。

	2014 年 10 月 3 日
	2 種類のユーザー インターフェイスについての情報を追加しました。内容の変更はありません。

	2014 年 3 月 5 日
	Analysis/Intelligence の名称が Concur Insight に変更されたことを記載しました。その他の内容に変更はありません。

	2014年1月23日
	表紙と著作権を更新しました。内容の変更はありません。

	2012 年 12 月 28 日
	商標を変更し、著作権を更新しました。内容の変更はありません。

	2012 年 1 月 20 日
	4つの新規概念フィールドが追加になり、対応するスクリーンショットを更新しました。

	2010年12月31日
	著作権を更新し、商標を変更しました。内容の変更はありません。

	2009年12月
	単独の設定ガイドになりました。内容に変更はありません。

	2009 年 8 月 21 日
	初版発行


Analysis / Intelligence 概念フィールド
セクション 1: アクセス許可
ユーザーがこの機能へのアクセス許可を持っているかどうかは場合によります。限定されたグループに対してのみ操作を実行することができたり、特定の操作のみ（閲覧はできても作成や編集はできない）実行できたりなど、限定的なアクセス許可を持っている場合もあります。 
管理者はこの機能を使用する必要がありますので、適切なアクセス権がない場合は、社内の Concur 管理者に連絡してください。
さらに、このガイドに記載されている作業は Concur にのみ許可されているものもあります。必要に応じて Concur クライアント サポートにご依頼ください。 
セクション 2: 概要
この機能を使用して、組織単位とカスタム フィールドを、多くのビジネスに共通の主要「概念」のうちの 1 つに対応付けます。概念は以下のように分類されます:
· 部門
· 部
· ビジネス ユニット
· コスト センター
· プロジェクト
· 社用車
· CRM オポチュニティ
· CRM アカウント
· CRM イベント
概念が特定の組織単位やカスタム フィールドに対応付けられると、データ ウェアハウスの経費アーカイブが分析レポートのデータベースにその情報を追加します。同じ概念が Concur データ ウェアハウス モデル内で利用可能になり、カスタム分析レポートに追加することができます。これらの概念を使用することで、レポート作成者は、実際の組織単位やカスタム フィールド名を知らない場合でも、（Query Studio または Report Studio で）分析レポートを作成することが可能です。
利用可能なお客様
この機能は、以下をご利用のお客様のみ使用することができます。
· Analysis / Intelligence 
–  および– 
· 経費精算や請求書処理
NOTE: この機能は、現在出張予約には適用されていません。
セクション 3: フィールドの対応付け
対応付けの手順とその結果は、経費精算および請求書処理 と同一です。
 [対応付け] ページにアクセスするには:
[管理] ＞ [経費精算] ＞ [経費概念フィールドの対応付け] （左側メニュー）の順にクリックします。
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NOTE: 請求書処理の管理メニューで請求書処理の対応付けを行います。
 フィールドを対応付けるには：
1. それぞれの概念（部門、部、その他）について、会社の概念に最も当てはまる [従業員] フィールド、[経費精算レポート ヘッダー] フィールド、[経費入力] フィールド、[経費の配賦] を選択します。
2. [保存] をクリックします。
次の点に注意してください。
· 概念フィールドの対応付けは、分析レポート データベースで即座に利用可能にはなりません。この情報を利用する前に、アーカイブが実行済である必要があります。 
· 概念フィールドの名称を変更することはできません。ただし、レポート作成者は、自分が作成した任意のレポートのラベル名を変更することができます。
モデル内で概念フィールドを使用する
概念フィールドが対応付けられ、アーカイブが正常に実行されると、レポート作成者は概念を選択するだけで各概念をレポートに追加することができます。たとえば、レポート作成者がレポート ヘッダー レベルにビジネス ユニットの概念を追加したい場合は、モデル内の概念フィールドに移動してこれをレポートに追加します。
「概念」には、[名前] および [コード] という 2 つのフィールドがあります。
経費精算フォルダ
フィールドは経費精算フォルダ内の 4 か所にあります。 
· 3 つのフォルダへは、以下のようにアクセスします。
· [経費精算] ＞ [経費精算レポート] ＞ [レポート ヘッダーの情報] ＞ [概念フィールド]
· [経費精算] ＞ [経費精算レポート] ＞ [エントリ情報] ＞ [概念フィールド]
· [経費精算] ＞ [経費精算レポート] ＞ [経費の配賦] ＞ [概念フィールド]
· これらのフィールドは次のフォルダにあります： [従業員の部門] から [従業員プロジェクト - コード] までは [経費精算] ＞ [経費精算レポート] ＞ [レポート ヘッダーの情報] ＞ [追加の従業員詳細]
請求書処理フォルダ
フィールドは請求書処理フォルダ内の 4 か所にあります。
· 3 つのフォルダへは、以下のようにアクセスします。
· [請求書処理] ＞ [支払申請ヘッダー情報] ＞ [概念フィールド]
· [請求書処理] ＞ [支払申請行項目] ＞ [概念フィールド]
· [請求書処理] ＞ [支払申請の配賦] ＞ [概念フィールド]
· これらのフィールドは次のフォルダにあります： [従業員の部門] から [従業員プロジェクト - コード] までは [請求書処理] ＞  [支払申請ヘッダー情報] ＞ [追加の従業員詳細]
以下の Concur ソリューションに適用されます。


( Expense�( Professional/Premium edition�    ( Integrated with Professional/Premium Travel�    ( Stand-alone�( Standard edition�    ( Integrated with Standard Travel�    ( Stand-alone


( Travel �( Professional/Premium edition�    ( Integrated with Professional/Premium Expense�    ( Integrated with Professional/Premium Request�    ( Stand-alone�( Standard edition�    ( Integrated with Standard Expense�    ( Stand-alone


( Invoice Management�( Professional/Premium edition�    ( Integrated with Professional/Premium Expense�    ( Stand-alone�( Standard edition�    ( Integrated with Standard Expense�    ( Stand-alone


( Authorization Request (formerly Travel Request)�( Professional/Premium edition�    ( Integrated with Professional/Premium Expense�    ( Integrated with Professional/Premium Travel�    ( Stand-alone�( Standard edition�    ( Integrated with Standard Expense�    ( Stand-alone
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